
5　

こ
れ
か
ら
の
一
〇
〇
年

革
新
知
能
統
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
開
発

　

人
工
知
能
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
四
月
、
理
研
は
新
し
い
研
究
組
織
「
革
新
知
能
統
合
研
究

セ
ン
タ
ー
（RIK

EN
 Center for A

dvanced Intelligence Project

、
略
称
Ａ
Ｉ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
）」
を
立
ち
上
げ
た
。

こ
の
Ａ
Ｉ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
は
、
文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
「
人
工
知
能
／
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
世
界
的
に
優
れ
た
研
究
者
が
結
集
し
た
、
人
工
知
能

技
術
を
中
核
と
す
る
統
合
研
究
開
発
拠
点
で
あ
る
。

　

総
務
省
情
報
通
信
研
究
機
構
の
脳
情
報
通
信
融
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｔ
）
な
ら
び
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
（
Ｕ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
）、
経
済
産
業
省
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
人
工
知
能
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ｃ
）
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
人
工
知
能
に
関
す
る
研
究
開
発
を
先
導
す
る
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
基
盤

的
な
技
術
の
研
究
開
発
、
高
度
な
人
材
育
成
な
ど
産
学
官
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

同
年
七
月
に
は
、
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
教
授
の
杉
山
将
を
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
に
よ
り

セ
ン
タ
ー
長
に
迎
え
た
。
以
降
、
杉
山
セ
ン
タ
ー
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
選
り
す
ぐ

り
の
大
学
教
授
／
准
教
授
を
非
常
勤
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
迎
え
る
な
ど
、
体
制
整
備
を
進
め
て
き
た
。
二
〇
一
七
年
一
〇
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月
時
点
で
、
三
つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
下
に
四
四
チ
ー
ム
と
七
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
研
究
員
や
学
生
の

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
を
含
め
て
二
九
七
名
に
及
ぶ
研
究
体
制
を
一
気
に
作
り
上
げ
、
国
際
色
豊
か
に
研
究
開
発
を
進
め

て
い
る
。

重
点
的
に
取
り
組
む
テ
ー
マ

　

Ａ
Ｉ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
の
成
立
過
程
で
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
実
施
す
べ
き
か
繰
り
返
し
検
討
を
重
ね
、
次
の
五
つ
の
重

点
テ
ー
マ
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

⑴　

一
〇
年
後
を
見
据
え
た
次
世
代
基
盤
技
術
を
開
発
す
る
た
め
の
基
礎
研
究
の
推
進

　
　

⑵　

日
本
が
強
い
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
を
Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
り
さ
ら
に
強
化

　
　

⑶　

日
本
が
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
的
課
題
の
Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
る
解
決

　
　

⑷　

Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ
る
倫
理
的
・
社
会
的
課
題
へ
の
対
応

　
　

⑸　

Ａ
Ｉ
人
材
の
育
成

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
取
組
む
た
め
に
、
①
汎
用
基
盤
技
術
、
②
目
的
指
向
基
盤
技
術
、
③
社
会
に
お
け
る
人

工
知
能
、
と
い
う
三
つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
た
。

世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る
ト
ッ
プ
研
究
者
を
結
集

　

①
の
汎
用
基
盤
技
術
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る
ト
ッ
プ
研
究
者
を
結
集
す
る
た
め
、
様
々
な
大
学
の
教

授
・
准
教
授
ら
を
非
常
勤
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
招
聘
し
、
基
礎
的
・
基
盤
的
研
究
を
推
進
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
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と
と
し
た
。
人
工
知
能
で
注
目
さ
れ
て
い
る
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
深
層
学
習
）
は
、
実
は
な
ぜ
上
手
く
学
習
が
で
き

る
の
か
、
本
質
的
な
と
こ
ろ
は
完
全
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
Ａ
Ｉ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
は
短
期
目
標
と
し
て
、
ま
ず

こ
の
原
理
を
理
論
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。
原
理
が
わ
か
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
問
題
で
あ
れ
ば
深
層

学
習
を
適
用
す
る
の
が
良
い
の
か
が
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

再
生
科
学
、
も
の
づ
く
り
、
自
然
災
害
に
も
Ａ
Ｉ
を
応
用

　

②
の
目
的
指
向
基
盤
技
術
研
究
に
関
し
て
は
、
人
工
知
能
の
基
礎
的
な
理
論
や
基
盤
技
術
を
い
か
に
実
際
の
問
題
に
適

用
し
て
い
く
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
中
核
と
す
る
再
生
科
学
や
そ
の
医
療
応
用
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。

わ
が
国
が
抱
え
て
い
る
社
会
的
課
題
を
、
人
工
知
能
の
技
術
を
も
っ
て
解
決
す
る
分
野
も
あ
る
。
超
高
齢
化
に
伴
う
医
療

や
介
護
、
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
保
守
・
管
理
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
巨
大
地
震
な
ど
頻
発
す
る
自
然
災
害
対
策
で
あ
る
。

社
会
的
影
響
の
検
討
と
結
果
の
発
信

　

③
の
社
会
に
お
け
る
人
工
知
能
研
究
と
は
、
Ａ
Ｉ
研
究
の
社
会
的
影
響
を
検
討
し
、
そ
の
問
題
や
可
能
性
な
ど
を
社
会

に
向
か
っ
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
例
え
ば
人
間
か
ら
見
た
人
工
知
能
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
、
人
間
が
安
心
し
て
使
え
る

人
工
知
能
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
ま
た
、
完
全
自
動
運
転
車
の
事
故
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
っ
た
人
工
知

能
を
活
か
す
た
め
の
法
制
度
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
個
人
デ
ー
タ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
デ
ー
タ
を
活
用

す
る
際
の
流
通
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
。
Ａ
Ｉ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
の
責
務
は
広
く
て
大
き
い
。
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数
理
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

分
野
横
断
型
の
理
論
科
学

　

二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
一
一
月
一
日
、
理
研
に
新
し
い
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
数
理
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
ｉ
Ｔ

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（Interdisciplinary T

heoretical and M
athem

atical Science

：
ア
イ
テ
ム
ズ
）
が
発
足
し
た
。
こ
れ

は
物
理
、
化
学
、
生
物
学
、
数
学
、
計
算
科
学
な
ど
、
理
論
科
学
に
取
り
組
む
研
究
者
に
よ
る
分
野
横
断
型
の
連
携
を
通

し
て
、
新
し
い
自
然
科
学
の
地
平
を
拓
こ
う
と
い
う
未
来
に
向
け
た
研
究
の
枠
組
み
で
あ
る
。

　

理
論
家
は
、
分
野
は
違
っ
て
も
数
学
・
数
理
モ
デ
ル
・
計
算
機
な
ど
を
駆
使
し
て
自
然
の
謎
に
挑
む
点
で
は
共
通
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
共
通
な
い
し
は
よ
く
似
た
手
法
や
モ
デ
ル
を
使
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
手
法

や
モ
デ
ル
を
独
自
に
開
発
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
他
分
野
に
応
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
共

同
研
究
か
ら
新
し
い
芽
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

二
〇
一
三
年
、
理
研
の
科
学
者
会
議
が
、
新
し
い
組
織
に
改
組
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
第
一
回
の
独
創
的
研
究
提
案

制
度
「
新
領
域
開
拓
課
題
」
が
所
内
公
募
さ
れ
た
。
初
田
哲
男
主
任
研
究
員
は
他
の
理
論
家
と
議
論
し
て
企
画
を
練
り
上

げ
、「
多
階
層
問
題
に
対
す
る
数
理
・
計
算
科
学
」
を
提
案
し
た
。
一
三
件
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、
分
野
横
断
型
で
お
も

し
ろ
い
と
い
う
声
が
上
が
り
、
初
田
の
提
案
だ
け
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
二
〇
一
七
年
ま
で
五
年
間
継
続
さ
れ
た
理
論
科
学
連
携
研
究
推
進
グ
ル
ー
プ
（
ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｓ
：
ア
イ
テ
ス
）
で

あ
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
理
研
に
は
純
然
た
る
数
学
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
数
学
な
し
の
理
論
科
学
グ
ル
ー
プ
と
い

う
名
称
に
な
っ
た
。
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狙
い
は
当
た
っ
た
。
理
論
物
理
の
研
究
者
が
生
物
物
理
の
研
究
者
と
共
同
し
て
、
染
色
体
分
離
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
、

物
理
学
の
論
文
誌Physical R

eview
 E

に
発
表
し
た
。
こ
の
研
究
者
は
、
実
績
を
評
価
さ
れ
て
す
で
に
東
大
医
学
部
の

助
教
へ
と
巣
立
っ
て
い
る
。
初
田
自
身
も
、
物
理
学
か
ら
生
物
学
へ
と
関
心
を
広
げ
て
お
り
、
魚
の
目
の
網
膜
上
で
、
明

る
さ
を
感
知
す
る
錐
体
細
胞
が
作
り
出
す
モ
ザ
イ
ク
模
様
の
形
成
過
程
を
、
理
論
物
理
学
者
や
理
論
生
物
学
者
と
一
緒
に

モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
例
え
ば
ゼ
ブ
ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
は
、
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
（
放
射
状
縞
模
様
と
同
心
円

状
模
様
）
が
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
値
を
取
り
う
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
放
射
状
の
パ
タ
ー
ン
し
か
見
ら
れ
な
い
。

物
理
学
の
「
揺
ら
ぎ
」
に
対
す
る
安
定
性
を
考
え
る
こ
と
で
、
放
射
状
パ
タ
ー
ン
へ
の
移
行
を
数
式
と
数
値
計
算
の
両
方

で
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
仕
事
もPhysical R

eview
 E

の
論
文
と
な
っ
た
。

ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
研
究
活
動

　

実
際
の
論
文
に
結
び
つ
く
分
野
融
合
研
究
は
初
田
を
勇
気
づ
け
た
。
そ
し
て
数
学
を
加
え
た
ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
提
案
へ

と
背
中
を
押
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
格
的
な
数
学
、
数
学
者
を
い
か
に
取
り
込
む
か
は
、
実
は
大
き
な
課
題
で

あ
っ
た
。
現
実
に
大
き
な
垣
根
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
く
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
理
論
物
理
学
者
が
使
っ
て
き
た

数
学
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
の
数
学
だ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で
は
せ
め
て
二
〇
世
紀
後

半
の
数
学
を
取
り
込
ん
で
使
い
た
い
。
い
ろ
い
ろ
と
検
討
を
重
ね
、
そ
の
た
め
に
、
東
大
数
理
科
学
研
究
科
の
坪
井
俊
教

授
を
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
招
聘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｓ
発
足
か
ら
五
年
近
く
た
ち
、
理
論
グ
ル
ー
プ
が
日
常
的
に
集
ま
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
室
が
、
研
究
本
館
二
階
の

一
室
（
旧
橋
本
研
究
室
）
に
整
備
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
若
手
研
究
者
は
、
物
理
、
生
物
、
化
学
と
、
ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｓ
／
ｉ
Ｔ
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Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
研
究
室
に
居
室
が
あ
っ
た
が
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
分
野
融
合
へ
と
一
歩
踏

み
出
し
た
と
言
え
る
。
理
論
研
究
者
に
と
っ
て
、
互
い
に
議
論
を
戦
わ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
研
究
行
為
で
あ
り
、

そ
れ
は
湯
川
秀
樹
、
朝
永
振
一
郎
の
時
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
科
学
者
の
自
由
な
楽
園
の
も
と
で
若
き
理
論
家
が
丁
々
発

止
と
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ニ
ホ
ニ
ウ
ム
の
発
見
か
ら
次
な
る
元
素
へ

　

二
〇
一
七
年
、
日
本
生
ま
れ
の
元
素
が
つ
い
に
周
期
表
に
刻
ま
れ
た
。
原
子
番
号
一
一
三
番
の
「
ニ
ホ
ニ
ウ
ム
Ｎ
ｈ
」

で
あ
る
。
こ
の
ア
ジ
ア
初
の
快
挙
は
、
Ｒ
Ｎ
Ｃ
の
森
田
浩
介
、
森
本
幸
司
、
羽
場
宏
光
ら
実
験
を
主
導
し
た
総
勢
約
五
十

名
の
超
重
元
素
研
究
グ
ル
ー
プ
と
、
実
験
を
可
能
に
し
た
加
瀬
昌
之
、
上
垣
外
修
一
、
中
川
孝
秀
ら
線
形
加
速
器
Ｒ
Ｉ
Ｌ

Ａ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
上
蓑
義
朋
、
福
西
暢
尚
、
伊
藤
祥
子
ら
放
射
線
安
全
グ
ル
ー
プ
の
知
恵
と
執
念
の
結
晶
で
あ
っ
た

（
口
絵
1
）。

　

一
一
三
番
元
素
の
命
名
権
を
巡
っ
て
は
、
熾
烈
な
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
理
研
の
ラ
イ
バ
ル
は
、
ロ
シ
ア
・
フ
レ

ロ
フ
研
究
所
（
Ｆ
Ｌ
Ｎ
Ｒ
）
の
オ
ガ
ネ
シ
ア
ン
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
一
一
四
番
フ
レ
ロ
ビ
ウ
ム
か
ら
一
一
八

番
オ
ガ
ネ
ソ
ン
ま
で
の
元
素
五
つ
を
全
て
周
期
表
に
刻
み
、
第
七
周
期
を
完
結
さ
せ
た
。
森
田
は
こ
の
う
ち
の
一
九
九
六

年
の
一
一
四
番
元
素
実
験
に
参
画
し
、
日
本
人
で
初
め
て
新
元
素
発
見
者
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
オ
ガ
ネ
シ
ア
ン
は

森
田
の
師
匠
で
も
あ
る
。

　

二
〇
一
五
年
末
、
国
際
純
正
・
応
用
化
学
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
は
、
森
田
ら
に
よ
る
一
一
三
番
元
素
の
発
見
に
関
す
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る
四
編
の
論
文
と
、
オ
ガ
ネ
シ
ア
ン
ら
が
発
表
し
た
一
一
三
、
一
一
五
、
一
一
七
番
元
素
の
発
見
に
関
す
る
五
編
の
論
文

を
精
査
し
、
一
一
三
番
は
森
田
、
一
一
五
番
と
一
一
七
番
は
オ
ガ
ネ
シ
ア
ン
の
発
見
と
認
定
し
た
。

三
度
目
の
正
直

　

仁
科
芳
雄
主
任
研
究
員
は
、
一
九
三
七
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
バ
ー
ク
レ
ー
研
究
所
（
Ｌ
Ｂ
Ｌ
）
の
サ
イ
ク

ロ
ト
ロ
ン
を
参
考
と
し
て
世
界
で
二
台
目
と
な
る
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
完
成
さ
せ
、
世
界
有
数
の
原
子
核
研
究
施
設
を
財

団
理
研
に
開
設
し
た
。
そ
の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
用
い
た
実
験
成
果
と
し
て
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
ら
と
同
年
の
一
九
四
〇
年
、

仁
科
は
化
学
者
木
村
健
二
郎
主
任
研
究
員
と
共
著
で
「
新
同
位
元
素
ウ
ラ
ン
二
三
七
の
発
見
」
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の

論
文
で
、
発
見
し
た
同
位
元
素
が
β
崩
壊
す
る
の
を
観
測
し
た
の
で
、
九
三
番
元
素
が
誕
生
し
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し

た
。
し
か
し
新
元
素
の
発
見
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
木
村
は
当
時
の
周
期
表
を
眺
め
て
九
三
番
元
素
は
第
七
族
に
属
す
る

と
し
て
、
一
周
期
上
に
位
置
す
る
七
五
番
元
素
レ
ニ
ウ
ム
（
一
九
二
五
年
に
ド
イ
ツ
で
発
見
）
を
担
体
と
し
て
化
学
分
離

を
試
み
た
が
、
何
も
析
出
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

木
村
が
担
体
に
使
っ
た
レ
ニ
ウ
ム
は
、
実
は
、
一
九
〇
八
年
東
京
帝
国
大
学
の
化
学
者
小
川
正
孝
博
士
が
、
天
然
の
ト

リ
ア
ナ
イ
ト
の
中
か
ら
発
見
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
小
川
は
彼
の
発
見
し
た
元
素
の
組
成
式
を
間
違
え
て
原
子
量
を
約

一
〇
〇
と
結
論
し
、
そ
れ
を
根
拠
に
新
元
素
を
四
三
番
の
位
置
（
当
時
未
発
見
）
に
置
い
て
し
ま
っ
た
た
め
、
結
局
は
幻

の
元
素
と
な
っ
た
。
正
し
い
組
成
式
で
あ
れ
ば
、
レ
ニ
ウ
ム
（
こ
れ
も
当
時
は
未
発
見
だ
っ
た
）
を
特
定
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
も
し
当
時
の
日
本
に
高
性
能
の
Ｘ
線
分
光
器
が
あ
れ
ば
、
質
量
の
計
測
に
頼
ら
ず
原
子
番
号
の
同
定
が
で
き
て
、

小
川
の
命
名
し
た
「
ニ
ッ
ポ
ニ
ウ
ム
」
が
最
初
の
日
本
発
の
新
元
素
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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と
い
う
こ
と
で
、
森
田
浩
介
ら
の
発
見
は
世
紀
を
超
え
て
日
本
に
と
っ
て
「
三
度
目
の
正
直
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｌ
Ｂ
Ｌ
、
Ｆ
Ｌ
Ｎ
Ｒ
、
Ｇ
Ｓ
Ｉ
の
成
果

　

Ｌ
Ｂ
Ｌ
で
は
そ
の
後
、
大
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
が
本
格
稼
働
し
て
、
ヘ
リ
ウ
ム
か
ら
ネ
オ
ン
ま
で
の
軽
イ
オ
ン
を
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
つ
大
強
度
で
加
速
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
ク
ミ
ラ
ン
の
弟
子
の
Ｇ
・
Ｔ
・
シ
ー
ボ
ー
グ
ら
は
、
こ
れ
ら
軽

元
素
核
と
原
子
炉
で
合
成
し
た
九
四
番
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
か
ら
九
九
番
ア
イ
ン
ス
タ
ニ
ウ
ム
ま
で
の
超
重
元
素
標
的
核
と
を
、

ク
ー
ロ
ン
障
壁
を
少
し
超
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
完
全
核
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
一
九
七
四
年
ま
で
に
一
〇
六
番

シ
ー
ボ
ー
ギ
ウ
ム
ま
で
を
発
見
し
た
。
ま
た
、
ソ
連
で
は
一
九
五
七
年
に
Ｆ
Ｌ
Ｎ
Ｒ
が
大
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
完
成
さ
せ
、

Ｌ
Ｂ
Ｌ
と
同
じ
方
法
で
一
九
七
一
年
に
一
〇
五
番
ド
ブ
ニ
ウ
ム
を
発
見
し
た
。
時
に
東
西
冷
戦
時
代
で
国
家
威
信
を
か
け

た
発
見
競
争
で
あ
っ
た
。

　

Ｌ
Ｂ
Ｌ
、
Ｆ
Ｌ
Ｎ
Ｒ
に
続
い
て
登
場
し
た
の
は
、
一
九
七
五
年
に
始
動
し
た
Ｇ
Ｓ
Ｉ
（
ド
イ
ツ
重
イ
オ
ン
研
究
所
）
の

線
形
加
速
器
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
で
あ
る
。
Ｐ
・
ア
ー
ム
ブ
ル
ス
タ
ー
と
そ
の
弟
子
の
Ｇ
・
ミ
ュ
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル
グ
、
Ｓ
・
ホ

フ
マ
ン
ら
は
、
こ
の
線
形
加
速
器
が
発
生
す
る
世
界
最
大
強
度
の
重
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
核
と
九
二
番
鉛
ま
た
は
九
三
番
ビ
ス

マ
ス
の
標
的
核
を
、
Ｌ
Ｂ
Ｌ
や
Ｆ
Ｌ
Ｎ
Ｒ
と
違
っ
て
ク
ー
ロ
ン
障
壁
付
近
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
完
全
核
融
合
さ
せ
、

一
九
八
一
年
-一
九
九
六
年
に
、
一
〇
七
番
ボ
ー
リ
ウ
ム
か
ら
一
一
二
番
コ
ペ
ル
ニ
シ
ウ
ム
ま
で
の
六
個
の
新
元
素
を
発

見
し
た
。
そ
し
て
こ
の
後
に
登
場
す
る
の
が
Ｆ
Ｌ
Ｎ
Ｒ
と
理
研
で
あ
る
。

PART Ⅱ／５　これからの一〇〇年

- 123 -



理
研
の
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｆ
と
Ｆ
Ｌ
Ｎ
Ｒ
の
競
争

　

日
本
で
「
超
重
元
素
の
発
見
」
を
本
気
で
言
い
出
し
た
の
は
、
野
村
亨
で
あ
る
。
彼
の
提
唱
で
超
重
元
素
研
究
が
、
上

坪
宏
道
二
代
目
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
研
究
室
主
任
研
究
員
の
主
導
で
、
一
九
八
七
年
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
理
研
リ
ン
グ
サ

イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
（
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）
で
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
森
田
は
一
九
八
四
年
に
野
村
グ
ル
ー
プ
に
弟
子
入
り
し
、
彼
の

超
重
元
素
人
生
が
始
ま
っ
た
。
手
始
め
に
気
体
充
填
型
反
跳
イ
オ
ン
分
離
器
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
の
設
計
を
任
さ
れ
、
希
少
超
重

元
素
イ
ベ
ン
ト
探
査
に
不
可
欠
の
極
低
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
実
現
し
た
。
こ
の
理
研
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
の
収
集
効
率
と
Ｓ
Ｎ

比
の
高
さ
が
、
一
一
三
番
元
素
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

い
よ
い
よ
一
一
九
番
以
上
の
第
八
周
期
元
素
の
探
索
が
始
ま
る
。
こ
れ
ら
未
知
の
元
素
の
命
名
権
獲
得
競
争
は
、
理
研

の
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｆ
と
Ｆ
Ｌ
Ｎ
Ｒ
の
超
重
元
素
工
場
（
Ｓ
Ｈ
Ｅ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）
の
一
騎
打
ち
と
な
る
だ
ろ
う
。
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一
九
一
一
（
明
治
四
四
年
）	

	
	

	

カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
協
会
創
立
（
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
）

一
九
一
三
（
大
正　

二
年
）	

　

六
・	

高た
か

峰み
ね

譲じ
ょ
う

吉き
ち　

国
民
科
学
研
究
所
の
必
要
性
を
提
唱

一
九
一
四
（
大
正　

三
年
）	

	
	

	

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
（
一
九
一
八
年
終
結
）

一
九
一
五
（
大
正　

四
年
）	

	
	

	

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
一
般
相
対
性
原
理
を
発
表

	
　

六
・　

九	

「
理
化
学
研
究
所
設
立
」
を
決
定
、
第
三
六
帝
国
議
会
で
法
案
成
立

	
　

六
・
二
四	

「
理
化
学
研
究
所
」
設
立
協
議
会
開
催
（
設
立
委
員　

渋し
ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち　

以
下
一
八
名
）

一
九
一
六
（
大
正　

五
年
）	

　

一
・
二
一	

大お
お

隈く
ま

重し
げ

信の
ぶ

内
閣
総
理
大
臣
宛
に
「
理
化
学
研
究
所
」
の
設
立
計
画
に
際
し
政
府
の
補
助

を
建
議

一
九
一
七
（
大
正　

六
年
）	

　

三
・
一
九	
民
間
寄
附
金
の
申
込
済
総
額
二
一
八
・
七
万
円
に
達
し
、
財
団
法
人
設
立
認
可
申
請

	

　

三
・
二
〇	
東
京
・
文
京
区
駒
込
に
財
団
法
人
理
化
学
研
究
所
設
立
、
総
裁　

伏ふ
し

見み
の

宮み
や

貞さ
だ

愛な
る

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

	

　

三
・
二
八	

副
総
裁　

菊き
く

池ち

大だ
い

麓ろ
く

、
同　

渋し
ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

	

　

六
・
二
九	

初
代
所
長　

菊き
く

池ち

大だ
い

麓ろ
く

、
物
理
学
部
長　

長な
が

岡お
か

半は
ん

太た

郎ろ
う

、
化
学
部
長　

池い
け

田だ

菊き
く

苗な
え

	

一
〇
・
一
二	

第
二
代
所
長　

古ふ
る

市い
ち

公こ
う

威い

一
九
二
一
（
大
正
一
〇
年
）	

　

九
・
三
〇	

第
三
代
所
長　

大お
お

河こ
う
ち内
正ま
さ

敏と
し

一
九
二
二
（
大
正
一
一
年
）	

　

一
・　

一	

主
任
研
究
員
制
度
発
足
、
一
四
研
究
室
設
置

	

　

五
・　

八	

理
研
欧
文
報
告
創
刊

	

　

六
・　

七	

『
理
研
彙い

報ほ
う

』
創
刊

略
年
表
（
理
研
の
動
き
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
、
日
本
及
び
世
界
の
動
き
は
明
朝
体
で
示
す
）
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九
・　

一	

加か

藤と
う

セ
チ
（
理
研
初
の
女
性
研
究
者
）
入
所

一
九
二
三
（
大
正
一
二
年
）	

　

六
・
三
〇	

第
二
代
総
裁　

伏ふ
し

見み
の

宮み
や

博ひ
ろ

恭や
す

王お
う

殿で
ん

下か

	
	

	
	

関
東
大
震
災
（
Ｍ
七
・
九
）　

理
研
の
被
害
は
年
度
研
究
費
の
約
六
分
の
一

一
九
二
七
（
昭
和　

二
年
）	

一
一
・
二
五	

理
化
学
興
業
（
株
）
創
設
（
後
の
理
研
産
業
団
の
中
核
）

一
九
三
一
（
昭
和　

六
年
）	

	
	

	

ア
ー
ネ
ス
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ス　

サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
実
験
に
成
功

一
九
三
三
（
昭
和　

八
年
）	

　

三
・
一
四	

三
菱
造
船
（
株
）
よ
り
同
社
研
究
所
（
現　

日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
）
の
建
物
及
び

諸
設
備
一
切
、
岩
崎
家
よ
り
土
地
二
九
一
二
・
六
四
坪
（
九
六
二
八
・
六
㎡
）
寄
附

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
年
）	
　

四
・	

仁に

科し
な

芳よ
し

雄お

、
わ
が
国
初
の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
（
二
六
イ
ン
チ
、
二
八
ト
ン
）
製
作

	
	

	
	

日
中
戦
争
勃
発

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
年
）	

	
	

	

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
年
）	

	
	

	

太
平
洋
戦
争
勃
発

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
年
）	

　

三
・
二
五	
創
立
二
五
周
年
記
念
祝
賀
式
開
催
、『
研
究
二
十
五
年
』
発
行

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
年
）	

一
二
・	
大
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
（
六
〇
イ
ン
チ
、
二
一
〇
ト
ン
）
完
成

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
年
）	

　

八
・
八
～	

仁に

科し
な

芳よ
し

雄お

ら
広
島
・
長
崎
を
相
次
い
で
科
学
的
調
査
、
新
型
原
子
爆
弾
と
確
認

	
	

	
	

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
、
太
平
洋
戦
争
終
結

	

一
一
・
二
四	

サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
二
基
、
米
国
占
領
軍
に
よ
り
押
収
・
破
壊
さ
れ
海
洋
投
棄

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
年
）	

	
	

	

日
本
国
憲
法
公
布

	

一
一
・
一
一	

第
四
代
所
長　

仁に

科し
な

芳よ
し

雄お

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
年
）	

　

一
・	

過
度
経
済
力
集
中
排
除
（
財
閥
解
体
指
令
）
に
よ
り
理
研
産
業
団
解
体

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
年
）	

	
	

	

カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
協
会
解
散
、
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
協
会
設
立
（
ド

イ
ツ
）
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三
・　

一	

財
団
理
研
解
散
、
株
式
会
社
科
学
研
究
所
（
第
一
次
）
設
立
、
初
代
社
長　

仁に

科し
な

芳よ
し

雄お

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
年
）	

	
	

	

湯ゆ

川か
わ

秀ひ
で

樹き　

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
年
）	

　

二
・	

第
二
代
社
長　

阪さ
か

谷た
に

希き

一い
ち

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
年
）	

　

八
・　

四	

（
株
）
科
研
（
第
一
次
）
の
研
究
部
門
を
独
立
、（
株
）
科
学
研
究
所
（
第
二
次
）
設
立
、

初
代
会
長　

亀か
め

山や
ま

直な
お

人と

、
初
代
社
長　

村む
ら

山や
ま

威た
け

士し

	
	

生
産
部
門
は
科
研
化
学
（
株
）（
現　

科
研
製
薬
）
と
な
る

	

一
二
・
二
九	

小
型
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
完
成
（
三
号
機
）

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
年
）	

	
	

	

欧
州
原
子
核
研
究
機
構
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
）
設
立

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
年
）	
　

二
・　

四	

（
第
二
次
）（
株
）
科
研
解
散
、（
第
三
次
）（
株
）
科
学
研
究
所
設
立
、
初
代
会
長　

亀か
め

山や
ま

直な
お

人と

、
初
代
社
長　

村む
ら

山や
ま

威た
け

士し

	
	

	
	

科
学
技
術
庁
設
置

	
	

	
	

金
属
材
料
技
術
研
究
所
設
立
（
現　

国
立
研
究
開
発
法
人
物
質
・
材
料
研
究
機

構
）

	

一
〇
・	

第
二
代
会
長　

村む
ら

山や
ま

威た
け

士し

、
第
二
代
社
長　

佐さ

藤と
う

正ま
さ

典の
り

	
	

	
	

日
本
、
国
際
連
合
に
加
盟

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
年
）	

	
	

	

南
極
東
オ
ン
グ
ル
島
に
上
陸
、
昭
和
基
地
建
設

	
	

	
	

人
工
衛
星　

ス
プ
ー
ト
ニ
ク
（
一
号
）
打
ち
上
げ
（
ソ
連
）

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
年
）	

	
	

	

第
一
回
科
学
技
術
白
書

	
	

	
	

航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
設
立
（
ア
メ
リ
カ
）

	

一
〇
・
二
一	

理
化
学
研
究
所
法
に
基
づ
き
（
株
）
科
研
（
第
三
次
）
解
散
、
特
殊
法
人
理
化
学
研
究

所
設
立
、
初
代
理
事
長　

長な
が

岡お
か

治は
る

男お

略 年 表

-	127	-



一
九
五
九
（
昭
和
三
四
年
）	

	
	

	

ル
ナ
二
号
が
月
面
到
着
（
ソ
連
）

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
年
）	

	
	

	

ボ
ス
ト
ー
ク
一
号　

有
人
宇
宙
飛
行
に
成
功
（
ソ
連
）

	

　

七
・　

一	

開
発
部
門
を
分
離
、
新
技
術
開
発
事
業
団
発
足
（
現　

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術

振
興
機
構
）

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
年
）	

　

三
・
三
〇	

埼
玉
県
大や
ま
と和
町
（
現　

和わ

光こ
う

市
）
の
土
地
二
二
万
三
六
四
一
㎡
（
約
六
万
七
七
〇
〇

坪
）
を
政
府
よ
り
現
物
出
資

	
	

	
	

国
立
防
災
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
発
足
（
現　

国
立
研
究
開
発
法
人
防
災
科
学
技
術

研
究
所
）

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
年
）	

	
	

	

朝と
も

永な
が

振し
ん

一い
ち

郎ろ
う

ら　

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
年
）	

	
	

	

無
機
材
質
研
究
所
発
足
（
現　

国
立
研
究
開
発
法
人
物
質
･
材
料
研
究
機
構
）

	

一
〇
・	

一
六
〇
㎝
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
完
成
、
試
運
転
開
始

	

一
二
・
一
七	
第
二
代
理
事
長　

赤あ
か

堀ぼ
り

四し

郎ろ
う

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
年
）	

　

三
・
二
四	
大や
ま
と和
研
究
所
（
現　

和
光
地
区
）
開
所

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
年
）	

一
〇
・	

『
理
研
ニ
ュ
ー
ス
』
創
刊

	

一
〇
・
一
八	

明あ
き

仁ひ
と

皇こ
う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

大
和
研
究
所
行
啓

一
九
六
九
（
昭
和
四
四
年
）	

	
	

	

原
子
力
船
「
む
つ
」
進
水

	
	

	
	

ア
ポ
ロ
計
画
に
よ
る
月
の
有
人
探
査
・
ア
ポ
ロ
一
一
号
月
面
到
着
（
ア
メ
リ
カ
）

	
	

	
	

宇
宙
開
発
事
業
団
設
立
（
現　

国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
年
）	

	
	

	

東
大
宇
宙
航
空
研
究
所　

初
の
人
工
衛
星
「
お
お
す
み
」
の
打
ち
上
げ
に
成
功

	

　

四
・
一
五	

第
三
代
理
事
長　

星ほ
し

野の

敏と
し

雄お

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
年
）	

	
	

	

科
学
技
術
会
議
五
号
答
申
（
総
合
的
科
学
技
術
の
基
本
に
つ
い
て
）
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認
可
法
人
海
洋
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
設
立
（
現
在
は
国
立
研
究
開
発
法
人
）

	
	

	
	「

が
ん
の
一
〇
年
」（
ア
メ
リ
カ
）

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
年
）	

	
	

	『
成
長
の
限
界
』
刊
行
（
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
）

	

　

三
・
三
一	

板
橋
分
所
（
宇
宙
線
研
究
室
）
の
土
地
約
三
八
一
九
㎡
（
約
一
一
〇
〇
坪
）、
政
府
よ

り
現
物
出
資

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
年
）	

	
	

	

石
油
輸
出
国
機
構
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
原
油
生
産
削
減
（
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）

	
	

	
	

江え

崎さ
き

玲れ

於お

奈な

ら　

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

一
九
七
四
（
昭
和
四
九
年
）	
　

五
・　

一	

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
推
進
部
を
駒
込
に
設
置

	
	

	
	

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
発
足

	

一
一
・
一
六	

理
研
Ｏ
Ｂ
会
発
足

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
年
）	

	
	

	

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
子
に
関
す
る
ア
シ
ロ
マ
会
議

	

　

四
・
一
六	
第
四
代
理
事
長　

福ふ
く

井い

伸し
ん

二じ

一
九
七
六
（
昭
和
五
一
年
）	
	

	
	

科
学
技
術
庁
に
地
震
予
知
推
進
本
部
設
置

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
年
）	

　

九
・　

八	

和
光
隣
接
地
約
一
万
㎡
（
約
三
〇
〇
〇
坪
）、
政
府
か
ら
現
物
出
資

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
年
）	

	
	

	

航
空
・
電
子
等
技
術
審
議
会
設
置

	

一
一
・
一
八	

特
殊
法
人
理
研
設
立
二
〇
周
年
記
念　

第
一
回
「
科
学
講
演
会
」
開
催

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
年
）	

	
	

	

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
研
究
開
発
に
関
す
る
日
米
協
力
協
定

	
	

	
	

科
学
技
術
会
議
第
八
号
答
申
（
遺
伝
子
組
換
え
研
究
の
推
進
に
つ
い
て
）

	
	

	
	

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
指
針
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
決
定

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
年
）	

　

三
・	

リ
ニ
ア
ッ
ク
完
成

	

　

四
・
二
二	

第
五
代
理
事
長　

宮み
や

島じ
ま

龍た
つ

興お
き

略 年 表
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一
九
八
一
（
昭
和
五
六
年
）	

	
	

	

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
初
飛
行
（
ア
メ
リ
カ
）

	
	

	
	

創
造
科
学
技
術
推
進
制
度
（
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
発
足

	
	

	
	

福ふ
く

井い

謙け
ん

一い
ち

ら　

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
年
）	

　

二
・
二
三	

研
究
室
業
績
レ
ビ
ュ
ー
開
始

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
年
）	

　

三
・
三
一	

茨
城
県
筑
波
郡
谷や

田た

部べ

町
（
現　

つ
く
ば
市
）
に
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
棟
完
成

	
	

	
	

科
学
技
術
会
議
第
一
〇
号
答
申
（
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
研
究
開
発
基
本
計
画
）

	

　

六
・
二
八	

マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
協
会
（
ド
イ
ツ
）
と
研
究
協
力
協
定

	
一
〇
・　

一	

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
筑
波
研
究
セ
ン
タ
ー
（
現　

筑
波
研
究
所
）
を
茨
城
県
つ
く
ば
市

に
開
設

	
	

	
	

科
学
技
術
会
議
一
一
号
答
申
（
長
期
展
望
に
立
っ
た
科
学
技
術
の
振
興
の
基
本
方

針
に
つ
い
て
）

一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
年
）	

	
	

	

国
際
科
学
技
術
博
覧
会
（
科
学
万
博
つ
く
ば
’85
）
開
催

一
九
八
六
（
昭
和
六
一
年
）	
	

	
	

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
爆
発
事
故
（
ア
メ
リ
カ
）

	
	

	
	

科
学
技
術
政
策
大
綱
閣
議
決
定

	
	

	
	

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
（
ソ
連
）

	
	

	
	

Ｈ
‒
Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
成
功

	

一
〇
・　

一	

国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
シ
ス
テ
ム
（
Ⅰ
期
）
を
現　

和
光
地
区
に
開
設

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
年
）	

　

一
・
二
三	

リ
ン
グ
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
完
成

	

　

九
・
三
〇	

「
理
化
学
研
究
所
と
親
し
む
会
」
発
足

	
	

	
	

利と

根ね

川が
わ

進す
す
む　

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞

	
	

	
	

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
べ
ラ
ジ
オ
会
議
（
持
続
可
能
な
開
発
の
概
念
を
提
唱
）
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一
九
八
八
（
昭
和
六
三
年
）	

　

四
・
二
二	

第
六
代
理
事
長　

小お

田だ

稔み
の
る

一
九
八
九
（
平
成　

元
年
）	

　

四
・　

一	

埼
玉
大
学
と
「
連
携
大
学
院
」（
連
携
大
学
院
は
二
〇
一
八
年
三
月
現
在
四
二
校
）

	

一
〇
・　

一	

基
礎
科
学
特
別
研
究
員
制
度
発
足

	

一
〇
・　

五	

徳な
る

仁ひ
と

皇こ
う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

理
化
学
研
究
所
（
和
光
）
行
啓

一
九
九
〇
（
平
成　

二
年
）	

	
	

	

ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙
望
遠
鏡
打
ち
上
げ
（
ア
メ
リ
カ
）

	

一
〇
・　

一	

フ
ォ
ト
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
を
仙
台
市
に
開
設

一
九
九
一
（
平
成　

三
年
）	

　

五
・	

特
別
研
究
室
制
度
発
足

	
一
一
・
一
三	

大
型
放
射
光
施
設
Ｓス

プ

リ

ン

グ

Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
‒
８エイト
建
設
開
始

一
九
九
二
（
平
成　

四
年
）	
　

三
・
一
二	

天
皇
陛
下　

理
研
和
光
本
所
行
幸

	
	

	
	

科
学
技
術
政
策
大
綱

	
	

	
	

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
地
球
サ
ミ
ッ
ト
：
国
連
環
境
会
議

	
	

	
	

日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行
士　

毛も
う

利り

衛ま
も
るが
宇
宙
で
材
料
実
験

	
	

	
	

科
学
技
術
会
議
第
一
九
号
答
申
（
ソ
フ
ト
系
科
学
技
術
の
基
本
計
画
）

一
九
九
三
（
平
成　

五
年
）	

　

六
・
二
一	

第
一
回
「
理
研
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
カ
ウ
ン
シ
ル
」
を
開
催

	

一
〇
・　

一	

第
七
代
理
事
長　

有あ
り

馬ま

朗あ
き

人と

	
	

	

バ
イ
オ
・
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
を
名
古
屋
に
開
設

一
九
九
四
（
平
成　

六
年
）	

	
	

	

Ｈ
‒
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に
成
功

	
	

	
	

日
本
人
初
の
女
性
宇
宙
飛
行
士
、
向む
か

井い

千ち

秋あ
き

が
宇
宙
実
験

一
九
九
五
（
平
成　

七
年
）	

	
	

	

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
Ｍ
七
・
三
）

	

　

四
・
二
八	

英
国
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
ル
ト
ン
研
究
所
（
Ｒ
Ａ
Ｌ
）
に
Ｒ
Ａ
Ｌ
支
所
を
開
設

	
	

	
	

科
学
技
術
基
本
法
制
定

略 年 表
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一
九
九
六
（
平
成　

八
年
）	

　

七
・　

一	

理
研
ベ
ン
チ
ャ
ー
第
一
号
設
立
、
フ
ォ
ト
ン
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
（
株
）（
現　
（
株
）
メ
ガ

オ
プ
ト
）

	
	

	
	

科
学
技
術
基
本
計
画
閣
議
決
定

	

一
〇
・　

一	

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
サ
ー
チ
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
制
度
発
足

	
	

地
震
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始

	
	

	
	

日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
と
新
技
術
開
発
事
業
団
が
統
合
、
科
学
技
術
振
興

事
業
団
発
足

一
九
九
七
（
平
成　

九
年
）	
　

九
・
一
九	

第
一
回
特
許
フ
ェ
ア
開
催

	
一
〇
・　

一	

播
磨
研
究
所
を
兵
庫
県
佐さ

用よ
う

郡
に
開
所

	
	

脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
和
光
本
所
内
に
開
設

	
	

米
国
ブ
ル
ッ
ク
ヘ
ブ
ン
国
立
研
究
所
（
Ｂ
Ｎ
Ｌ
）
に
理
研
Ｂ
Ｎ
Ｌ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開

設
	

一
〇
・　

六	
大
型
放
射
光
施
設
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
‒
８　

供
用
開
始

一
九
九
八
（
平
成
一
〇
年
）	

　

一
・
二
七	

地
震
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
を
兵
庫
県
三み

木き

市
に
開
設
（
二
〇
〇
一
年
度

か
ら
独
立
行
政
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
へ
移
管
）

	
	

	
	

大
学
等
技
術
移
転
促
進
法
（
Ｔ
Ｌ
Ｏ
法
）
策
定

	
	

	
	

行
政
改
革
基
本
法
制
定
（
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
）

	

　

八
・　

一	

第
八
代
理
事
長　

小こ

林ば
や
し

俊し
ゅ
ん

一い
ち

	

一
〇
・　

一	

ゲ
ノ
ム
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
横
浜
に
開
設

一
九
九
九
（
平
成
一
一
年
）	

	
	

	

す
ば
る
望
遠
鏡
（
ア
メ
リ
カ　

ハ
ワ
イ
）
完
成

	
	

	
	

産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
制
定
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一
〇
・　

一	

国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
シ
ス
テ
ム
を
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
シ
ス
テ
ム
に
改
称

二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
年
）	

　

四
・　

一	

横
浜
研
究
所
発
足

	
	

横
浜
研
究
所
内
に
植
物
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設

	
	

横
浜
研
究
所
内
に
遺
伝
子
多
型
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設

	
	

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
筑
波
研
究
セ
ン
タ
ー
を
筑
波
研
究
所
に
改
組

	
	

筑
波
研
究
所
内
に
発
生
・
再
生
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設

	
	

	
	

白し
ら

川か
わ

英ひ
で

樹き

ら　

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

	
	

	
	

ヒ
ト
に
関
す
る
ク
ロ
ー
ン
技
術
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
成
立

二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
年
）	
　

一
・　

一	

筑
波
研
究
所
内
に
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
を
開
設

	
	

	
	

文
部
省
と
科
学
技
術
庁
を
統
合
し
、
文
部
科
学
省
設
立

	
	

	
	

総
合
科
学
技
術
会
議
設
置

	
	

	
	

国
立
研
究
機
関
が
独
立
行
政
法
人
へ
（
特
殊
法
人
等
改
革
基
本
法
制
定
）

	

　

七
・　

六	
横
浜
研
究
所
内
に
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設

	
	

	
	

九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
（
ア
メ
リ
カ
）

	
	

	
	

野の

依よ
り

良り
ょ
う

治じ

ら　

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
年
）	

　

四
・　

一	

主
任
研
究
員
研
究
室
群
（
和
光
）
を
中
央
研
究
所
と
し
て
組
織
化

	
	

神
戸
研
究
所
を
兵
庫
県
神
戸
市
に
開
所

	
	

神
戸
研
究
所
に
発
生
・
再
生
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
移
設

	
	

	
	

知
的
財
産
戦
略
大
綱
決
定

	
	

	
	

小こ

柴し
ば

昌ま
さ

俊と
し

ら　

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

	
	

	
	

田た

中な
か

耕こ
う

一い
ち

ら　

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

略 年 表

-	133	-



二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
年
）	

	
	

	

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
読
完
了
宣
言

	

　

九
・
三
〇	

特
殊
法
人
理
化
学
研
究
所　

解
散

	

一
〇
・　

一	

独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
設
立
、
初
代
理
事
長　

野の

依よ
り

良り
ょ
う

治じ

	
	

	
	

三
法
人
統
合
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
宇
宙
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
設
立

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
年
）	

　

四
・　

一	

研
究
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
会
議
発
足

	
	

産
業
界
と
の
「
融
合
的
連
携
研
究
制
度
」
発
足

	
	

	
	

国
立
大
学
等
が
国
立
大
学
法
人
へ

	
　

九
・
二
八	

「
新
発
見
の
一
一
三
番
元
素
」
を
発
表

二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
年
）	
　

一
・
一
九	

理
研
科
学
者
会
議
発
足

	
	

	
	

京
都
議
定
書
発
効

	
	

	
	

日
本
国
際
博
覧
会
（
愛
知
万
博
）「
愛
・
地
球
博
」

	

　

四
・　

一	
知
的
財
産
戦
略
セ
ン
タ
ー
開
設

	

　

七
・　

一	
感
染
症
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

	

　

九
・　

一	

分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
設

	

一
〇
・　

一	

播
磨
研
究
所
内
に
放
射
光
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設

二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
年
）	

　

四
・　

一	

仁
科
加
速
器
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設

	

一
〇
・　

三	

天
皇
皇
后
両
陛
下
理
化
学
研
究
所
（
和
光
）
行
幸
啓

	

一
二
・
二
八	

超
伝
導
リ
ン
グ
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
完
成

二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
年
）	

　

四
・　

一	

神
戸
研
究
所
に
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設

	
	

	
	

新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
Ｍ
六
・
八
）

二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
年
）	

　

三
・
三
一	

ゲ
ノ
ム
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
廃
止
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四
・　

一	

第
二
期
中
期
計
画
ス
タ
ー
ト

	
	

中
央
研
究
所
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
、
基
幹
研
究
所
開
設

	
	

オ
ミ
ッ
ク
ス
基
盤
研
究
領
域
、
生
命
分
子
シ
ス
テ
ム
基
盤
研
究
領
域
及
び
生
命
情
報
基

盤
研
究
部
門
を
開
設

	
	

遺
伝
子
多
型
研
究
セ
ン
タ
ー
を
ゲ
ノ
ム
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
改
称

	

一
〇
・　

一	

改
組
に
よ
り
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設

	
	

	
	

南な
ん

部ぶ

陽よ
う

一い
ち

郎ろ
う

、
小こ

林ば
や
し

誠ま
こ
と、
益ま
す

川か
わ

敏と
し

英ひ
で　

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

	
	

	
	

下し
も

村む
ら

脩お
さ
むら　

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
年
）	

	
	

裁
判
員
制
度
施
行

	
	

	
	

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に
宇
宙
実
験
棟
「
き
ぼ
う
」
完
成

	
	

	
	

事
業
仕
分
け
、
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算
凍
結
の
判
定

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
年
）	

　

四
・　

一	
社
会
知
創
成
事
業
開
設

	
	
感
染
症
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
興
・
再
興
感
染
症
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
セ
ン
タ
ー
に
改
称

	

　

七
・　

一	

計
算
科
学
研
究
機
構
開
設

	
	

	
	

根ね

岸ぎ
し

英え
い

一い
ち

、
鈴す
ず

木き

章あ
き
らら　

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
年
）	

	
	

	

東
日
本
大
震
災
（
Ｍ
九
・
〇
）、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

	

　

四
・　

一	

生
命
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設

	
	

Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
計
算
生
命
科
学
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
設

	

　

六
・	

開
発
中
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京け
い

」
Ｔ
Ｏ
Ｐ
５
０
０
で
性
能
世
界
第
一
位

二
〇
一
二
（
平
成
二
四
年
）	

　

三
・　

七	

Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設
「
Ｓサ

ク

ラ

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
」
供
用
開
始

略 年 表
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欧
州
合
同
原
子
核
研
究
機
構
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
）、
Ｌ
Ｈ
Ｃ
実
験
に
よ
り
新
粒
子
を
発

見
し
た
と
発
表

	

　

九
・
二
八	

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京け
い

」
共
用
開
始

	
	

	
	

山や
ま

中な
か

伸し
ん

弥や

ら　

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
年
）	

　

四
・　

一	

基
幹
研
究
所
の
一
部
を
改
組
し
、
創
発
物
性
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
光
量
子
工
学
研
究

領
域
開
設

	
	

基
幹
研
究
所
の
一
部
と
植
物
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
統
合
、
環
境
資
源
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
開
設

	
	

ゲ
ノ
ム
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
統

合
し
、
統
合
生
命
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設

	
	

分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
生
命
分
子
シ
ス
テ
ム
基
盤
研
究
領
域
、
オ

ミ
ッ
ク
ス
基
盤
研
究
領
域
を
統
合
し
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
技
術
基
盤
研
究
セ
ン
タ
ー

開
設

	
	

予
防
医
療
・
診
断
技
術
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
設
、
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
ク
ラ
ス
タ
開
設

	
	

新
し
い
主
任
研
究
員
制
度
と
理
研
科
学
者
会
議
発
足

	
	

	
	

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
、
前
年
七
月
に
発
見
し
た
新
粒
子
を
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
と
確
定

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
年
）	

　

二
・
一
三	

理
研
の
研
究
不
正
に
関
す
る
通
報
窓
口
に
、
研
究
所
職
員
が
発
表
し
た
論
文
に
疑
義
が

あ
る
、
と
の
相
談
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
論
文
問
題
発
生

	

　

六
・
二
四	

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京け
い

」
が
Ｇグ

ラ

フ

ｒ
ａ
ｐ
ｈ
５
０
０
で
世
界
第
一
位
を
獲
得

	
	

	
	

赤あ
か

崎さ
き

勇い
さ
む、
天あ
ま

野の

浩ひ
ろ
し、
中な
か

村む
ら

修し
ゅ
う

二じ　

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

	

　

九
・
一
二	

「
滲
出
型
加
齢
黄
斑
変
性
に
対
す
る
自
家
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
網
膜
色
素
上
皮
（
Ｒ
Ｐ
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Ｅ
）
シ
ー
ト
移
植
に
関
す
る
臨
床
研
究
」
第
一
症
例
目
の
被
験
者
に
移
植
実
施

	

一
一
・
二
一	

発
生
・
再
生
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
改
組
し
、
多
細
胞
シ
ス
テ
ム
形
成
研
究
セ
ン

タ
ー
開
設

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
年
）	

　

三
・
三
一	

新
興
・
再
興
感
染
症
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
セ
ン
タ
ー
廃
止

	

　

四
・　

一	

名
称
を
、
国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
に
変
更
、
初
代
理
事
長　

松ま
つ

本も
と

紘ひ
ろ
し

	

　

七
・　

一	

社
会
知
創
成
事
業
を
産
業
連
携
本
部
へ
改
称

	
	

	
	

大お
お

村む
ら

智さ
と
しら　

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞

	
	

	
	

梶か
じ

田た

隆た
か

章あ
き

ら　

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

二
〇
一
六
（
平
成
二
八
年
）	

	
	

	

Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
で
重
力
波
検
出
を
発
表

	

　

三
・　

一	

科
学
技
術
ハ
ブ
推
進
本
部
設
置

	

　

三
・
三
〇	

運
営
・
改
革
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員
会
に
よ
る
再
発
防
止
策
の
最
終
確
認

	

　

四
・
一
四	
革
新
知
能
統
合
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設

	
	

	
	

熊
本
地
震
（
Ｍ
七
・
三
）

	
	

	
	

大お
お

隅す
み

良よ
し

典の
り　

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞

	

一
〇
・　

一	

特
定
国
立
研
究
法
人
に
指
定

	

一
一
・　

一	

数
理
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
設

	

一
一
・
三
〇	

一
一
三
番
元
素
の
元
素
名
が
「
ｎニ

ホ

ニ

ウ

ム

ｉ
ｈ
ｏ
ｎ
ｉ
ｕ
ｍ
」、
元
素
記
号
が
「
Ｎ
ｈ
」
に　

決
定

二
〇
一
七
（
平
成
二
九
年
）	

　

三
・
二
八	

「
滲
出
型
加
齢
黄
斑
変
性
に
対
す
る
他
家
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
網
膜
色
素
上
皮
細
胞
懸
濁

液
移
植
に
関
す
る
臨
床
研
究
」
の
一
例
目
の
移
植
手
術
実
施

	

　

四
・
二
六	

天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
下
、
創
立
百
周
年
記
念
式
典
開
催

略 年 表
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　　2017年度末

情報システム部

情報基盤センター

産業連携本部

　　イノベーション推進センター

科学技術ハブ推進本部

主任研究員研究室群

革新知能統合研究センター

数理創造プログラム

統合生命医科学研究センター

ライフサイエンス技術基盤研究センター

多細胞システム形成研究センター

生命システム研究センター

脳科学総合研究センター

環境資源科学研究センター

創発物性科学研究センター

光量子工学研究領域

仁科加速器研究センター

計算科学研究機構

放射光科学総合研究センター

バイオリソースセンター

　　　　　　　　　　ゴシックは廃止組織

　　2018年度初頭

情報システム本部

科技ハブ産連本部

　　バトンゾーン研究推進プログラム

　　理研産業共創プログラム

開拓研究本部

革新知能統合研究センター

数理創造プログラム

生命医科学研究センター

生命機能科学研究センター

脳神経科学研究センター

環境資源科学研究センター

創発物性科学研究センター

光量子工学研究センター

仁科加速器科学研究センター

計算科学研究センター

放射光科学研究センター

バイオリソース研究センター

　　　　　　　ゴシックは新規　･　改称組織

付表　2018年度の研究組織変更
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あ
と
が
き

　

本
年
四
月
か
ら
理
研
で
三
度
目
の
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、本
書
「
あ
と
が
き
」
執
筆
の
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。

　

思
え
ば
、
前
回
勤
務
時
の
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
一
二
月
一
六
日
に
、
理
化
学
研
究
所
百
年
史
編
集
委
員
会
は
活

動
を
開
始
し
、
私
も
二
〇
一
七
年
三
月
末
ま
で
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
編
集
委
員
会
は
六
回
開
か
れ
た
。
百

年
史
の
全
体
の
構
成
も
ほ
ぼ
固
ま
り
、
集
め
ら
れ
た
個
別
の
原
稿
に
つ
い
て
は
編
集
委
員
も
目
を
通
し
た
。
そ
れ
に
し
て

も
、
そ
の
後
、
語
り
口
の
統
一
、
内
容
の
整
合
性
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
全
体
を
通
読
し
、
所
要
の
修
正
を
加
え
最
終
稿

を
確
定
さ
せ
、
必
要
な
図
表
・
写
真
を
集
め
レ
イ
ア
ウ
ト
を
決
め
る
こ
と
は
相
当
の
作
業
に
な
る
と
思
わ
れ
た
。

　
『
理
化
学
研
究
所
百
年
史
』
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
二
〇
日
発
行
さ
れ
た
。
歴
史
と
精
神
、
研
究
と
成
果
、
資
料
の
三

編
構
成
で
、
合
計
一
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
近
い
大
作
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
も
と
に
一
六
〇
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
を
制
作
す
る
こ
と
も
等
し
く
困
難
な
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

私
は
こ
こ
で
、
百
年
史
お
よ
び
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
編
集
・
制
作
、
そ
の
他
そ
の
刊
行
に
か
か
わ
る
実
務
を
担
当
さ
れ

た
、
松
尾
義
之
、
坂
口
喜
生
、
小
川
正
昭
、
佃
文
博
、
松
岡
佳
代
、
早
瀬
文
江
の
諸
氏
に
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
。
彼
ら
の
尽
力
な
く
し
て
は
百
年
史
の
完
成
は
な
か
っ
た
。

　

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
百
年
を
築
い
て
き
た
先
達
の
努
力
に
負
け
な
い
よ
う
、
第
二
世
紀
の
理
研
の
発
展
を
担
っ
て
い
く

の
が
、
現
在
、
理
研
に
働
く
わ
れ
わ
れ
の
務
め
だ
と
肝
に
銘
じ
て
、「
あ
と
が
き
」
と
し
た
い
。

　
　
二
〇
一
八
年
八
月

国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
理
事　

加
藤
重
治
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